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定住対策PJの議論と定めたVISIONを「後期基本計画」に結び付けていく

8

「定住対策PJ」で議論し、言語化したVISIONを後期基本計画策定の軸として明記し、今後具体的な「後期基本計画」の施策検討
に活かしていく
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定住対策PJ

VISION創造PJ（仮称）

もう少し町の上位の
テーマを扱うように
PJをアップデート定住対策PJの現状

✓ 様々な意見は出たが、PJと
しての意見は収束せず

✓ 手段（How）の議論が多く、
町としての軸が必要だと感
じられた

後期
基本計画

R8/4R7/4

後期基本計画
の見直しに活用

・・・

確定したVISIONを
踏まえ、後期基本計画の
見直しに活かしていく

R5年度 R6年度上期 R6年度下期 R7年度 R8年度以降

VISION
を言語化する

後期基本計画策定委員

今年度の定住対策PJのイメージ

✓ 総合計画を達成し、未来につながる施策を立案・実行していく
“軸”を定めるもの

✓ “軸”を持つことで、施策としての目標が明確になり、庁舎内連
携なども行いやすくなり、役場が一枚岩になる基盤をつくる

✓ 具体的には、各施策に横軸を通す「VISION」を構築し、対外
的・対内的にもブランディングを進めていくためのたたき台を
まとめることをゴールとする
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自分や家族の在りたい姿と現実を時間の推移とともに考える
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2005 2025 2035 2045 2055

自分

配偶者

両親

子供

１０歳理想

現実 同上

１０歳理想

現実 同上

３５歳理想

現実 同

なし理想

現実 同

３０歳
まだテニスをしていた

テニス環境のある本別で良かった
物価高で家を建てるのは断念
旅行好きになっていた

３０歳
仕事と趣味両立

旅行好きになっていた

５５歳
子どもが巣立ち

趣味に使う時間が増えた
まだのんびりライフ程ではない

なし

４０歳
テニスしているかな
仕事と家庭の両立

旅行も行けていればいいな

テニスはできてそう
年齢構成など職場の不安はある

旅行は行く

４０歳
もしかしたら家庭に専念かも
働いている可能性もある

働いているだろうが
同じく年齢構成の不安は残る

旅行は行く

６５歳
余生を楽しむため

のんびりライフステージへ
趣味を堪能

まだ働く必要があるが
趣味に使う時間は増えた

1人か2人はいるかもしれない
好きな習い事をさせてあげたい

習い事の選択肢が減少
理想通りにはいかない

50歳
テニスはギリギリできてる

仕事最終局面終わりを見据える

ケガによりテニスは程ほどに
不安定な職場に危機感

旅行は行く

５０歳
家庭に専念

新たな趣味を見つけ充実

金銭面の不安から仕事を継続
役場では無いかも
旅行は行く

７５歳
趣味も趣向が変わり
のんびり余生へ

さすがに仕事は辞めて
余生を楽しむ時間へ

好きな部活や学校を選択し
楽しい人生を

選択肢を増やすため
町外への学校へ進学

60歳
早めの退職

余生を楽しむステージへ

なんだかんだ働いている
ただ、町の存続、人口減少に嘆く

60歳
二人とも退職し

退職金で世界旅行へ

パートなどで働き継続
余暇は増え趣味に使う時間は増

８５歳
自宅にて余生を楽しむ
孫と遊ぶのが楽しい

自宅にて余生を楽しむ
孫と遊ぶのが楽しい

就職して楽しい人生を送る
地元へ就職できるか

本別には就職枠・選択肢が
少なく、町外での就職か
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20年後の姿を実現するための大前提
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人口増減の要因

社会増減

自然増減

移住（社会増）

出生（自然増）

死亡（自然減）

移住（社会減）

▲180人/年減少

▲107人/年
減少

▲73人/年減少

300人/年
増加

▲１３４人/年減少

▲373人/年減少

27人/年
増加

大前提①

社会増減を少なくとも拮抗
させていくことが必要

大前提②

さらに、20年後には
自然増減も拮抗させる

ことが必須
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本別町の活性化「正のループ」
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各施策などはつながっており、はじめの起点は「ワカモノが流入」するような町づくり

STEP１

ワカモノが
流入

STEP2

起業・地域活動
が活発に

STEP3

地域で働きたい
人が流入

STEP4

福祉の担い手
が充実

STEP5

子育て・教育
を魅力的に

STEP6

結婚・出産
したくなる

福祉が
充実化

雇用環境
促進

教育が
充実化

魅力的な
子育て環境

経済活性化

何かを生み出す
ことができる人



ペルソナ設定
就職するために移住してほしい人起業するために移住してほしい人

都会で仕事をしており、年齢は30歳前後
で自分で物事を動かしたいタイプ。
祖父母は北海道に在住しており、趣味は
アウトドア。180cm以上の短髪広告代理
店勤務でイベント運営やSNS発信など本
別町にはない仕事

〇ワークライフバランスを好む20歳
前後で十勝出身、大学などは札幌在住。
大学卒業後は十勝に戻りたいと感じて
いる。性格は真面目。

〇なくしたくない仕事に就いてもらう、
東屋や浮舟など事業承継

・この人たちの心に響くような本別の魅力って何だろう？

・この人たちにが来てもらえるような施策って何だろう？



ペルソナに対して効果的な魅力・資源



ペルソナに対して効果的な魅力・資源
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本別町の“まちづくり”とまちづくりVISION（仮）イメージ
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まちづくりには、「まち起こし」と「地域づくり」の２大要素に分かれ、それぞれを照
らすような役割として“まちづくりVISION（仮）”が関連するまちづくりVISION（仮）

子供たちが輝く
教育

起業を後押し
する制度

移住促進する
制度

町外への
広報地場産業を

ブランド化

地場産業の
育成

起業

就職

つながりの場
の育成

支え合う
医療・福祉

子育てを
後押し

交通の
インフラ

チャレンジを
後押しする

まち起こし

地域づくり
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総合計画・総合戦略と「まちづくりVISION」の位置づけ
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「まちづくりVISION（仮）」は、総合計画を実現する総合戦略に軸を通すような位置づけとなる

1-1 地域を支える担い手確保と人材育成の推進

1-2 起業及び地域雇用の促進

2-1 観光入込拠点の整備や地域イベント等による本別の発信

2-2 移住・定住の促進

2-3 関係人口の創出

3-1 若い世代の出会いと交流の機会の創出

3-2 出産・子育て支援の充実

4-1 公共交通の維持確保

4-2 防災対策および地域コミュニティ活動の推進

総
合
戦
略
と
基
本
目
標

まちづくりVISION（仮）

軸
を
通
す

軸
を
通
す

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する


